
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 3 月 長野県佐久市 



  



 

 

 

 
 

 

 

佐久市は、北に浅間山、南に八ヶ岳連峰を望み、蓼科山、双子山、荒船山に囲まれ、市

の中央部を千曲川が南北に貫流する、自然環境に恵まれた高原都市です。 

また、米や佐久鯉などに代表される豊富な農産物、古い町並みや人と人との繋がりな

ど「日本の原風景」が残る、様々な魅力を合わせ持ったまちです。 

近年は、上信越自動車道、北陸新幹線、中部横断自動車道などの高速交通網の整備に

より、首都圏、日本海圏、太平洋圏を結ぶ交通の要衝として発展を遂げてきました。 

 

一方で、少子高齢化の進展や長引く不況などの影響により、地域活力の維持・向上が

大きな課題となっています。 

本市は、こうした課題の解決と将来都市像の実現に向け、第二次佐久市総合計画後期

基本計画において重点的・横断的に取り組むべき施策を重点プロジェクトとして掲げ、

特長ある市政運営を行っております。 

 特に、この重点プロジェクトに掲げる主な施策のうち、「シティプロモーションの推進」、

「交流人口・関係人口・定住人口の創出」、「シビックプライドの醸成」については、恵ま

れた自然環境、広がる高速交通ネットワークなどの本市が持つポテンシャルを最大限に

生かし、この地を訪れる人を増やし、やがては定住する人口を拡大させるための施策と

して、積極的な事業展開を図っているところです。 

 

ここに「第二次佐久市観光振興ビジョン」を策定し、本市の観光振興の方向性を明ら

かにするとともに、本ビジョンに基づき、市民、民間事業者、行政など、観光に携わる

様々な主体が協働して事業を展開することにより、さらなる観光の振興と市の発展を図

ってまいります。 

 

結びに、本ビジョンの策定にあたり、熱心に議論を重ねていただきましたビジョン策

定に係るワーキンググループの委員の皆様に対しまして、心からお礼を申し上げます。 

 

令和５年３月 

佐久市長 栁 田 清 二 

はじめに 
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第１章 ビジョンの策定に当たって 
 

１ ビジョン策定の目的 
 佐久市観光振興ビジョンは、平成 24 年３月、「佐久市交流人口創出基本計画」の趣旨を受

け、「まちのチカラ、ひとのチカラ」により観光力を創造し、これを都市の活力につなげる

ことを目的として策定したものです。 

 これまで本市は、この観光振興ビジョン（計画期間：平成 24 年度～令和４年度）に基づ

き、佐久市観光協会を含む市内外の民間事業者との連携・協力を図りながら、本市の卓越性

を生かした各種施策を推進してきました。 

 しかしながら、近年においては大規模自然災害や新型コロナウイルス感染症の感染拡大な

どの影響により市政を取り巻く情勢が目まぐるしく変化し、とりわけ観光関連産業の事業者

は、その時々の新たなニーズ等への対応に追われ、計画的な事業推進が難しい状況が続いて

います。 

 こうしたことから、引き続き各種上位計画や関連計画並びに前計画である観光振興ビジョ

ンにおいて掲げる内容を踏まえつつ、未だ先行き不透明な社会経済情勢の変化にも迅速に対

応するために、今後の観光振興施策の推進に必要な基本的方針を示すものとして、第二次佐

久市観光振興ビジョン（以下、「本ビジョン」という。）を策定します。 

本市は、本ビジョンに基づき、産学官協創により各種施策を推進することで、観光客の増

加及び地域内経済循環の促進を図ります。 

また、これら施策の推進と観光振興の実現により、交流人口・関係人口（佐久市ファン）

の創出、滞在型周遊観光等を通じた移住・定住の促進につながることも期待されます。 

加えて、市内観光情報を発信する際には、その情報を市民にも楽しんでもらえるよう工夫

することで、佐久市で暮らすひとがこのまちの魅力に触れ、さらに好きになるよう（シビッ

クプライド※の醸成）、市内イベントへの市民及び市内事業者の参加の促進を図るとともに、

クチコミによる宣伝効果の向上を期待します。 

 

 

 

 

 

※シビックプライド（Civic Pride） 

…「都市に対する市民の誇り」の意味。また、「ここをよりよい場所にするために自分自身が関わっている」

という当事者意識に基づく自負心の意味。（参照元：『シビックプライド-都市のコミュニケーションを 

デザインする』宣伝会議） 
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２ ビジョンの位置付け 
 本ビジョンは、市の最上位計画である「第二次佐久市総合計画」のもと、人口減少対策の

ための「第２期佐久市まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「佐久市シティプロモーショ

ン基本方針」を上位計画として、これら上位計画で掲げる内容を具現化するための観光振興

施策の基本的な方針を示すものとして位置付けます。 

 

 

３ 計画期間 
 本ビジョンの期間は、最上位計画である第二次佐久市総合計画の計画期間に合わせ、令和

８年度までの４年間とします。 

また、社会経済情勢が未だ先行き不透明な状況であることも踏まえ、短期的かつ集中的な、

ポストコロナ時代を見据えた方針を示すものとして策定することとし、個別具体のアクショ

ンプランについては、その時々のトレンドに応じ毎年度策定する第二次佐久市総合計画実施

計画（以下、「実施計画」という。）において示すものとします。 

 

 

（図表１）第二次佐久市観光振興ビジョンの位置付けと関連計画の計画期間等 
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第２章 現状と課題 
 

１ 社会情勢の変化 
 近年の社会経済情勢の大きな変化の要因として、令和元年 12 月に確認されて以降、世界

的に感染が拡大し、我が国においても、令和２年 2 月に政府により対策基本方針が決定され

た新型コロナウイルス感染症の感染拡大があります。 

この新型コロナウイルス感染症をめぐる難局を乗り越えるため、国、地方公共団体及び所

管指定公共機関が連携・協力して対策を進めてきましたが、企業活動や市民生活においては、

政府による要請はもちろんのこと、全国の地方公共団体からも学校の休校、イベント自粛、

不要不急の外出を控える等の要請がなされるなどし、本市経済においても大きな打撃を受け

ました。 

感染拡大を抑制するための新型コロナウイルス感染症に伴う全国の緊急事態宣言及びま

ん延防止等重点措置は、令和３年９月末をもって全て解除され、行動制限も段階的に緩和さ

れる中で、個人消費等を取り巻く厳しい状況は徐々に緩和されている状況です。 

令和４年度年次経済財政報告（令和４年７月・内閣府）によると、実質ＧＤＰは概ね感染

症前の水準まで回復し、ウィズコロナの考え方の下、経済社会活動を極力継続できるよう取

り組んだことで、令和４年以降、個人消費を中心に感染拡大が経済に与える影響は低下して

います。 

さらに、個人消費の観点では、令和４年３月以降、外食や旅行といったサービス中心に持

ち直しの動きが見られています。しかしながら、中高年齢層（40～59 歳、60～74 歳）は、

25～39 歳層と比べてサービス消費は慎重な傾向にあり、旅行消費では、団体旅行の持ち直

しの動きが依然として弱いことが明らかとなっています。 

また、国・県の動向としては、緊急事態宣言により観光産業が壊滅的な影響を受けたこと

から政府が実施を決めた「Go To キャンペーン」事業は、度重なる感染拡大の波などにより

多くの関連事業者及び利用者の混乱を招いたものの、結果として多くの方に活用されました。 

このことから、コロナ禍における観光振興施策の難しさと、行動制限・行動自粛により我

慢を強いられていた旅行ニーズの高まりが明らかになるとともに、ウィズコロナ・ポストコ

ロナ時代における施策推進の重要性と景気回復の兆しが見えはじめたと考えています。 

また、こうした中で、令和５年５月８日からは季節性インフルエンザなどと同じ「５類感

染症」に移行する方針が決定されており（令和５年１月２７日付発表）、これに伴い、小売

業や飲食業など多くの業界に係るガイドラインが見直されること等が見込まれます。 

加えて、国の大きな方向性として、これまで東京一極集中の是正と地域活性化を目的とし

て地方創生が推進されてきましたが、コロナ禍における新しい生活様式の浸透も後押しし、

デジタル技術の普及を通じて地方と都市の差を縮めようとする「デジタル田園都市国家構想」

を推し進める動きが見られます。今後は国・県の動向についても捉えながら、観光振興施策

を推進していく必要があります。 

このほか、ウクライナ情勢等に起因する物価高騰の影響も大きいことから、世界経済の動

向についても注視しながら、今後の施策を推進していく必要があります。 
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（図表２）GDP とその内訳の回復過程（令和４年度 年次経済財政報告（内閣府）から引用） 

 
 
 
 
 
 
 
 

内閣府「国民経済計算」、 

アメリカ商務省、英国統計局、 

ドイツ連邦統計局により 

内閣府経済財政分析担当が作成 

 
 
 
 
２ 佐久市の観光面における現状と課題 
 本市は、長野県東部に位置する、人口約９万 8,000 人（令和４年 10 月時点）、面積 423.51

平方キロメートルを有する地方都市です。 

本市の観光資源としては、妙義荒船佐久高原国定公園、八ヶ岳中信高原国定公園という 2

つの国定公園や、内山牧場、内山峡、田口峠、大河原峠などの豊かな自然に囲まれ、旧中込

学校、龍岡城五稜郭、中山道宿場跡、48 の寺院など、貴重な歴史と文化遺産を有していま

す。また、うすだスタードーム、近代美術館などの施設や、秋の風物詩となったコスモス街

道、野辺に佇む石仏、春日温泉をはじめとする温泉資源のほか、佐久鯉や五郎兵衛米、市内

に 11 蔵を有する地酒、もも・プルーン・りんごといった豊富なフルーツなど、多種多様な

魅力にあふれる地域資源に恵まれたまちです。近年は、高速交通網の整備により交通利便性

が飛躍的に向上し、交通の要衝としても注目を集めています。 

こうした中、観光旅行者の入込状況は、平成 9 年の 182 万人をピークに年々減少が進み、

前述のとおりコロナ禍によって下振れが加速しているという課題に直面していますが、一方

で、現在、佐久平駅周辺を中心に都市開発が進められており、宅地の増加に加え、商業施設

や宿泊施設の充実が進められています。 

近年、市内宿泊施設の稼働率が高まっていることから、今後新設・増設が予定される宿泊

施設の充実による観光客数の増加に期待が集まっています。 
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（以下、第二次佐久市総合計画後期基本計画-第３章第３節 地域の魅力を生かした観光-現状と課題から引用） 

●本市に見られる傾向として、日帰り観光が多いため、滞在時間が短く、観光消費額も低くなりがち

なことから、宿泊や観光消費の拡大に資する体験型・着地型観光を進める必要があります。 

●歴史・文化・景観・自然等の多様な地域資源を観光資源として十分に活用するとともに、新たなコ

ンテンツの発掘・活用を官民が連携して進める必要があります。 

●社会経済情勢やニーズの変化などを捉え、時代に即した魅力ある観光施策を推進する必要があり、

適切なイベント等の在り方についても見直しを図っていく必要があります。 

●情報の入手方法が多様化していることを踏まえ、より効果的な情報配信ツールを活用し、旅行先

として選んでもらうための観光情報の発信に努める必要があります。 

●市の卓越性（充実した高速交通網）を生かし、近隣市町村と連携した広域観光ルートの創出によ

り、特徴ある観光エリアとしての魅力向上を図る必要があります。 

●コロナ禍により、国内旅行やマイクロツーリズム※、インバウンド※などの需要の先行きが不透明

な中、ポストコロナにおける観光ニーズに対応するための受入体制を整備する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲佐久平駅周辺の開発の様子（商業施設、宿泊施設、集合住宅などが移転・新設される） 

 

※マイクロツーリズム 

…1 時間圏内の地元や近隣への短距離観光のこと 

※インバウンド（Inbound） 

…外国人が訪れてくる旅行のこと  
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３ 市内事業者の声 
 本ビジョンの策定に当たり、産学官の連携による効果的な観光振興の実現につなげるため、

各分野に係る市内事業者の協力の下、ワーキンググループ※を開催し、今後の具体的な取組

内容について意見交換を行いました。 

 

（図表３）各事業者が抱える現状と課題について（要旨） 

分野等 意 見 等 

全 体 
・新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により多大な損害を被った 

ものの、令和４年夏頃から一定の回復傾向が見られる 

地域資源 
・地域住民が自覚できていない埋もれた魅力の再発見が重要 

・日々の営みの中にもコンテンツとなり得るものはある 

体験型観光 
・観光客を惹きつける「体験」型観光コンテンツは重要 

・思い出づくりがリピーター獲得につながる 

交 通 

・二次交通の不足が深刻な課題 

・需要が見込めれば供給を増やすことは難しくないが、まずは魅力的な 

コンテンツの掘り起こしが必要では 

感染症対策 

・北陸新幹線佐久平駅近隣等において PCR 検査環境を充実させることに 

より、宿泊事業者の受入れがしやすくなるほか、安心の市内観光につ 

ながると思う 

インバウンド

対  策 

・徐々に視察の受入れが始まるなど、令和５年春頃を目途に再活性化の 

兆しが見られる 

・外国語に対応できる人材や、Wi ｰ Fi、トイレ等の整備不足などが課題 

 

 

 

 

 

※第二次佐久市観光振興ビジョン策定に係るワーキンググループ 

…宿泊業関係、交通関係、小売業関係、土産品関係、アクティビティ関係、商工業関係、農業関係、就労・ 

雇用関係、デザイナー、広告関係事業者のほか、女性活躍の観点から佐久市佐久平女性大学、インバウンド・ 

健康・福祉等の観点から佐久大学に協力を依頼し、計 16 事業者が参加。事務局は佐久市観光協会。 
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第３章 佐久市の観光が目指す姿 
 

１ 観光振興により期待される効果と今後の見通し 
観光は、人々にとって生きがいや安らぎを生み出し、生活のゆとりと潤いに寄与するもの

ですが、それだけにとどまらず、様々な側面から見ても非常に重要な意義を有しています。 

本市は、第一義に観光客の増加を目的に、観光が目指す姿として「何度も訪れたくなる、

心を動かす観光拠点の創出」を掲げ、これに基づき各種施策を推進し、以下に掲げるような

事業効果の創出を目指します。 

 

（１）観光振興により期待される効果 

ア 地域経済の活性化 

 観光産業は、旅行業、宿泊業、交通事業者、飲食産業、アミューズメント産業、土産

品・地場産業等の裾野の広い産業であり、観光産業の活性化による直接消費、波及効果、

雇用効果は、地域経済にとって非常に重要な要素です。 

   観光客の増加に伴う消費活動の活性化により、地域外からの資金を地域内で循環し、

本市内に雇用と所得を持続的に生み出す「自立的な経済構造（＝地域内経済循環）」の

構築が進みます。 

 

イ 市の認知度・地域ブランド力の向上 

観光 PR の推進により、単に観光誘客が図られるだけでなく、本市の認知度（及び「佐

久市の良さ・魅力」の認知度）の向上が図られ、まちの活性化につながることが期待さ

れます。 

また、本市を知るひとが増加するほど、SNS 等を活用した市内外からのクチコミ等に

よって波及的に周知が進むことや、新たな視点から魅力が再発見されることが期待され

ます。 

 

ウ 交流人口・関係人口の創出 

新規の佐久市ファン獲得に向け、あえて既存の交流人口・関係人口に訴求する（＝フ

ァンベースマーケティング※）取組を推進します。 

 

 

※ファンベースマーケティング 

…（自治体に適用した場合）既存のファンを大切にし、ファンをベースに中長期的に事業効果や地域の価値を 

高めていこうとするマーケティング手法 
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このファンベースマーケティングの推進により、「佐久市を知っている」方に対して本

市の魅力をより深く伝え、熱心なファンになってもらい、「佐久市の魅力を誰かに伝えた

い」という気持ちを強めることで、近い価値観を持った新規の交流人口・関係人口を連

れてきてくれることが期待されます。 

また、これにより、単に現地を訪れ、市内を観光する「交流人口」を創出するだけで

なく、兼業・副業等のビジネスを含む祭事・イベント運営への参画といった、本市への

多様な関わり方をする根強いファンの増加及び獲得を図っていきます。 

 

エ シビックプライドの醸成 

   前述（第１章-１）のとおり、市内観光情報の発信等により市民にも情報を届け、シ

ビックプライドの醸成につなげていきます。 

具体としては、開花情報や市内店舗のお得な情報、各種お祭りの情報などについて、

観光客だけでなく、市民を含む「誰もがたどり着け」、「知って得する、楽しい情報」の

発信に努めます。そのための SNS 活用の研究やプラットフォームの構築なども検討し

ます。 

このことにより、市民がまちを熟知し、より愛着を持つことで、観光客が訪れた際に

ひとりひとりがおもてなしの心を持って観光客を受け入れる地域全体での意識醸成や

雰囲気づくりが進展することが期待されます。 

 

オ 観光を契機とした移住・定住の促進 

   佐久市シティプロモーション基本計画において推進する「知って、行ってみたくなり、

来て、住んでみたくなる『シルクルスムサイクル』の実現」に向けて、市の魅力 PR や

滞在型周遊観光の促進等の各種施策を推進し、移住者・定住者の増加を目指します。 

   観光目的で実際に本市を訪れた方が、高速交通網の充実や晴天率の高さ、熱帯夜の無

い快適な気候などの市の卓越性である「暮らしやすさ」を実感し、何度も本市を訪れる

中で、ゆくゆくは移住・定住に結びついていくことが期待されます。 

   観光分野においては、新規観光客、リピーターの獲得に努めます。 
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（図表４）観光振興が市の発展に果たす役割（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の見通し 

 本ビジョン計画期間中における社会経済情勢の先行きを現時点で具体的に見通すこと

は極めて難しく、ウィズコロナ・ポストコロナ時代に即した、臨機応変な対応の実現に資

する計画を策定することが必要となります。 

  また、いずれは時代に即した（インバウンドを含む）新たな観光産業の在り方が確立さ

れていくと思われますが、その時期について見通しを立てることは難しく、好転の兆しが

見られたときの迅速かつ適切な対応により、他の自治体に遅れを取らないことが重要にな

ると考えられます。 

本市としては、ただ社会の変化を待つのではなく、ウィズコロナ・ポストコロナ時代を

見据え、今一度本市における最適な観光振興の在り方について見つめ直し、より効果的で

時代に即したビジョンの策定及び取組の推進を図っていく必要があります。 

また、世界経済、日本経済の動向を捉えながら、本市において必要な施策の推進、市内

事業者への支援を進めていく必要があります。 
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２ 数値目標 
 観光客の増加と経済効果、市の認知度の向上とファンの増加、そしてシビックプライドの

醸成を図る観点から、本ビジョンにより達成すべき数値目標を次のとおり設定します。 

 

（１） 重要業績評価指標（ＫＰＩ）１：観光地利用者統計 

  長野県観光地利用者統計調査の結果から、市内の対象観光施設の利用者数及び観光消費

額の推移を捉えます。 

 

 ＫＰＩ１-１ 観光地延利用者数 

 【基準値】１０，２４３千人（令和３年度） 

 【目標値】１６，０００千人（令和８年度） 

 【評価方法】佐久市観光課にて、毎年度実績を確認し、データ収集・分析を行う 

 【算出根拠】令和元年度実績※（15,343 千人）程度まで回復することを目標とする 

※コロナ前に回復することを目指し、令和元年度の実績を参考にします。 

 

ＫＰＩ１-２ 観光消費額 

 【基準値】３９，５５２百万円（令和３年度） 

 【目標値】５８，０００百万円（令和８年度） 

 【評価方法】佐久市観光課にて、毎年度実績を確認し、データ収集・分析を行う 

 【算出根拠】令和元年度実績（57,845 百万円）程度まで回復することを目標とする 

  

【備 考】 

調査対象施設 

美笹高原、佐久平、佐久高原内山峡、平尾山公園、龍岡城五稜郭稲荷山公園、 

春日温泉、望月高原、中山道望月宿、道の駅ほっとぱ～く浅科、道の駅ヘルシー 

テラス佐久南 

  

  一人１日当たりの消費額積算式（長野県観光地利用者統計調査から引用） 

   ・日帰り客＝日帰り客の消費額（百万円）/日帰り客数（千人）  

   ・宿泊客＝宿泊客の消費額（百万円）/宿泊客数（千人） 

   ・利用者平均＝利用者全体の消費額（百万円）/利用者全体（千人） 
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（図表５）長野県調べ「長野県観光地利用者統計調査」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※資料は「令和３年 長野県観光地利用者統計調査」（長野県観光部山岳高原観光課）からの引用です。 

 

※ 

※ 
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（２） 重要業績評価指標（ＫＰＩ）２：佐久市観光協会 SNS アカウント 

  市観光協会 SNS アカウントのフォロワー数の推移から、佐久市のファン（関係人口）

の増加傾向を捉えます。 

 

 ＫＰＩ２-１ Twitter フォロワー数 

 【基準値】１，９６７人（令和４年度） 

 【目標値】３，５００人（令和８年度） 

 【評価方法】Twitter 社の公式機能（アナリティクス）を利用し、毎月データ収集・分 

析を行う 

 【算出根拠】令和２年度及び令和３年度のフォロワー数の推移をみると、年間約 400 人 

の増であることから、本ビジョン計画期間中の伸び率についても同程度（年 

間 375 人）の増加を見込む 

（図表６）佐久市観光協会 Twitter アカウントフォロワー数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＫＰＩ２-２ Instagram フォロワー数 

 【基準値】３，７７３人（令和４年度） 

 【目標値】６，７００人（令和８年度） 

 【評価方法】佐久市観光課にて、毎年度実績を確認し、データ収集・分析を行う 

 【算出根拠】平成 30 年度末時点から令和 4 年９月１日時点までの期間におけるフォロ 

       ワー数の推移をみると、年間約 800 人の増であることから、本ビジョン計 

画期間中の伸び率についても同程度（年間 750 人）の増加を見込む 
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（３） 重要業績評価指標（ＫＰＩ）３：市民アンケートによる満足度指数 

  毎年度実施する市民アンケートの結果から、市民の観光施策への満足度や関心具合、ま

た、シビックプライドの高まりの傾向を捉えます。 

 

 ＫＰＩ３ 市民アンケート個別施策「観光」の満足度 

 【基準値】３．０４ポイント（令和３年度） 

 【目標値】３．１０ポイント（令和８年度） 

 【評価方法】市企画課にて毎年度実施する市民アンケートの実績から、データ収集・分析 

を行う 

【算出根拠】令和３年度策定の第二次佐久市総合計画後期基本計画において、市民アンケ 

ートの結果を基に設定した施策毎の目標値を引用 

【備 考】 

市民アンケート調査 

調査対象：市内に住所を有する 16 歳以上の男女 1,000 人 

※住民基本台帳から無作為抽出し、郵送によりアンケート調査を実施 

※参考：令和３年度 有効回答数 534 名（回答率 53.4％） 

（図表７）市民アンケートによる各施策に対する満足度指数の推移（観光） 

 

 

 

 

 

 

（図表８）観光施策に関する満足度・重要度（年度比較） 
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（図表９）観光施策に関する満足度・重要度（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲市民交流ひろば  
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第４章 これからの観光振興の基本的方針 
 

１ 施策体系図 
 本ビジョンで掲げる「何度も訪れたくなる、心を動かす観光拠点の創出」の実現に向け、

施策展開に当たっての基本的な４つの柱と主要な施策分類を示すものです。 

 なお、個別具体のアクションプランについては、その時々のトレンドに応じ、実施計画

で示していくものとします。 

（図表 10）第二次佐久市観光振興ビジョン施策体系図 

目指す姿 施策の基本的な柱 施 策 分 類  

何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
、
心
を
動
か
す
観
光
拠
点
の
創
出 

１ 市の卓越性を生かした 

観光振興の推進 

地域資源の活用 

（自然・歴史・生活文化資源等） 

祭り・イベントの支援、温泉施設・ 

歴史資産の活用 等 

 
観光メニューの 

高付加価値化 

既存資源（熱気球・日本酒等）の磨き

上げによる高付加価値化の推進 等 

 観光資源の掘り起こし 新たな観光資源の創出 等 

２ 観光基盤の整備 自然資源の環境整備 国定公園内施設の整備、景観の保全 等 

 歴史・文化施設の活用 
歴史・文化施設の活用、観光講座・ 

出前授業の実施 等 

 まちなかの整備 
周遊観光に係る環境整備（二次交通等）、ユ

ニバーサル・ツーリズム※への対応 等 

３ 観光情報の発信 
多様な媒体を活用した 

情報発信 
デジタルコンテンツの活用 等 

 人脈を活用した情報発信 
ゆかりある人材等の活用による PR の

推進 等 

４ 多様な主体間との 

  連携推進 

産学官協創による 

事業推進 
共同プロジェクトの推進 等 

   異業種連携の推進 
地元特産品の PR、市内事業者に対する

支援 等 

 
周辺関係団体との 

連携推進 
広域観光の推進 等 

 

※ユニバーサル・ツーリズム 

…すべての人が楽しめるよう創られた旅行。高齢や障がい等の有無にかかわらず、誰もが気兼ねなく参加で 

きる旅行 
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２ 重点ターゲットの設定 
 本市は、基本的に老若男女すべての方を対象として各種観光施策を推進していく考えで

すが、今後施策展開を行っていくに当たり、特に重点的にターゲットとしたい層について、

以下のとおり設定します。 

 なお、重点ターゲットは、将来にわたり観光客獲得の実現が期待されること、または、

将来的に移住・定住に結びつくことが期待されることという観点から設定するものです。 

 

（１） 消費購買意欲が比較的高く、SNS の活用に長けた女性 

消費購買意欲が比較的高く、SNS の活用においても高い発信力（ネットワーク）とアン

テナを持つ傾向があることから、女性の方に魅力的に思ってもらえるような取組の推進に

努めます。 

また、人口増の観点においても、女性人口の増加は非常に重要な要素となることから、

本市を魅力的に感じ、繰り返し訪問することで移住に結びつくような取組の推進、観光地

域づくりの推進に努めます。 

 

（２） 情報発信に長けた若い世代 

一般的に、生まれたときからインターネット等デジタル環境に親しんでいる世代は、

SNS 等を通じた情報発信が届きやすく、自らも積極的に発信し、さらに、最新の情報技術

を柔軟に受け入れられることが期待されるため、今後推進していく観光振興施策に馴染み

やすいと考えられます。 

また、コロナ禍において強い行動制限がかけられていた反動により、旅行意欲が高い傾

向が見られるため、若い世代の消費行動を刺激するような取組の推進に努めていくことが

新規の観光客獲得に効果的と考えられます。 

加えて、若年人口の増加は人口減少対策にも非常に重要な要素であることから、将来的  

に移住・定住してもらえる可能性を高めるため、若い世代に対して本市の PR を進めるこ

とが必要です。 
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（３） 移住・定住につながりやすい子育て世代 

  人口減少対策のための計画である第２期佐久市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、

移住・定住促進のメインターゲットとしてライフステージが変わる子育て世代※を挙げて

います。 

本市の卓越性である「暮らしやすさ」との親和性が非常に高く、多くの子育て世代の移

住が進んでいます。 

 子育て世代に焦点を当てた観光振興施策を推進することにより、現在子育て中のファミ

リーの移住の契機となることが期待されるとともに、子どもたちが本市で楽しい思い出を

つくることで、将来的に移住・定住につながることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲佐久バルーンフェスティバル（親子で楽しめる市の一大イベント/毎年５月） 

 

※子育て世代 

…内閣府の平成 17 年度国民生活白書によると「これから結婚をしようとする若年から、大学生の子ども 

のいる親までで構成される世代。なお、統計上の制約等から、子育て世代を年齢層として捉えなければ 

ならない場合、便宜的に 20～49 歳とする」と定義される  
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３ 重点プロジェクト 
 時代に即した取組の推進に当たっては、トレンドや人々の意識・行動変容を踏まえた「ひ

との流れの創出」及び「しごとの創生」に焦点を当て、重点的かつ官民が連携して取り組

むべき項目について「重点プロジェクト」として掲げ、観光客数の増加を図るとともに、

関係人口、移住者数の増加を目指すこととします。 

  

（１） 市の卓越性を生かした観光施策の推進 

  これまで本市及び佐久市観光協会、または、地元事業者等が推進してきた本市の卓越性

を生かした各種取組について、事業の効果や効率性、必要性について十分に見直しを図る

ことを前提とし、引き続き推進していきます。 

  一方で、観光資源・観光メニューの高付加価値化による観光客の増加や経済効果を得る

ため、本市の卓越性（「暮らしやすさ」につながる健康長寿ブランド、高速交通網の充実、

HYGGE（暮らすような滞在空間）の提供、自然・文化・歴史資産、スポーツイベント等）

を生かした新たな観光振興施策の推進にも努めていきます。 

 

（２） 市民にも焦点を当てた観光施策の推進 

  各種観光施策の推進により、地域経済が活性化することは、市民にとってもメリットと

なります。 

  また、活気ある地域イベントの実施や、お祭りなどの地域行事の持続的な実施には、ま

ちの主体である市民が自ら参加することが極めて重要となります。 

  ついては、各種観光施策を推進する中で、市民の関心をひき、地域行事やまちに誇りや

愛着を持ってもらえるような取組の実施やそのための仕組みづくりについて検討を進め、

将来的に多くの市民との協働による観光地域づくりの実現を図っていきます。 

  具体的には、市内情報発信の仕組みについて市民にも伝わりやすい手法を検討し、まち

の情報の見える化・集積化を図るとともに、人と人を結び付ける取組を推進・支援します。 

 

（３） DX の推進 

  時代に即した観光振興の実現を図るうえで、最新の情報技術の活用は欠かせません。 

  AI（人工知能）や VR（バーチャルリアリティー）等の最新技術を活用した訴求力のあ

る事業の実施に向けて、情報収集に努めるとともに、デジタル分野で積極的に取り組む観

光関連産業事業者に対して支援を行います。 
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また、インターネットを活用した観光情報の発信についても、ターゲットに明確に訴求

する情報発信ツールについて、情報収集に努めるとともに、数値目標の達成に向けて頻度

の高い情報発信を実施します。オンラインやデジタル技術を活用した取組（オンラインツ

アーやキャッシュレス化の推進等）についても研究を進めます。 

  加えて、客観的なデータに基づいた EBPM※の推進を図ります。 

 

（４） マイクロツーリズム・インバウンドの推進 

  マイクロツーリズムは、観光客にとっては自宅からの移動時間が短く、感染拡大リスク

を回避しつつ旅行を楽しめるというメリットと、地元や近隣住民の固定客化を図ることに

より収益の安定化が実現できるといったメリットがあります。 

また、ツアーのパッケージ化（モデルコースの創出）を図ることで、より広域の国内旅

行やインバウンドにも応用が期待できるといったメリットもあります。 

さらに、今後、インバウンド市場における国際競争力を高めるため、サステナブル・ツ

ーリズム※やユニバーサル・ツーリズムに地域が対応できるよう、必要な人材育成や環境

整備を官民連携により進め、また、国際的な認証制度の取得等に関する支援なども行って

いきます。 

 

（５）SDGｓの推進 

国連世界観光機関（UNWTO）※は、「持続可能な観光」について、「訪問客、業界、環境及

び訪問客を受け入れるコミュニティのニーズに対応しつつ、現在及び将来の経済、社会、環

境への影響を十分に考慮する観光」と定義しています。 

UNWTO は、SDGｓに関して、経済成長と雇用に関する「目標８」、消費と生産に関する

「目標 12」、海洋資源に関する「目標 14」の３つの目標において、観光の役割が明記され

たターゲットを設定していますが、同時に、観光はすべての目標に対して直接的または間接

的に貢献する力があり、重要な役割を担っていると宣言しています。 

※EBPM（Evidence Based Policy Making） 

…合理的根拠に基づき、より実効性の高い政策を立案すること。 

※サステナブル・ツーリズム 

…「持続可能な観光」。現在だけではなく未来を含めた地域の経済、社会、環境への影響を十分に考慮し、 

旅行者や企業、環境、受け入れ側の地域のニーズに対応した観光のこと。 

また、地域の資源である「自然」や「文化」「伝統」、「そこに暮らす人々」を活かして、外からの旅行者を 

受け入れ、地域経済を発展させること。「自然環境」や「文化・伝統」を守っていくこと。 

※国連世界観光機構（World Tourism Organization＝UNWTO） 

…観光を通じた豊かな社会の実現と各国の相互理解の促進を掲げ責任ある持続可能な観光の促進を目的と 

した国際連合の専門機関 
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今後は、日本政府観光局（JNTO）※や他の先進自治体が発信する情報を参考にしつつ、

本市に即したサステナブル・ツーリズムの推進を図っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※日本政府観光局（Japan National Tourism Organization＝JNTO） 

…主要な市場に海外事務所等を設置し、外国人旅行者の誘致活動を行う政府機関 
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４ 推進体制 
 効果的に各種観光振興施策を推進するため、佐久市観光協会を中心に、観光関係団体・事

業者等と協働して取り組む体制づくりが必要となります。 

本ビジョンの目的や意義を地域全体で共有し、観光協会の一層の充実・強化を図るほか、

定期的な情報・意見交換会等を開催しながら一体となった施策の実施に努めます。 

また、事業の推進に当たっては、ＰＤＣＡサイクルにより進捗管理や効果測定を行い、毎

年度の実施計画や次期観光振興ビジョンにおいて、さらに効果的な事業展開を図ります。 

 

（図表 11）多様な主体の連携による事業推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表 12）PDCA サイクルによる進捗管理のイメージ 
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【 資 料 】 
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●県内延べ宿泊者数の推移（国土交通省（観光庁）「観光統計」参照） 

・平成 23年から令和元年まで、概ね横ばいで推移してきた長野県の延べ宿泊者数は、コロナ禍の影響 

により令和２年の実績が前年比 37.7％の減となった。 

 

 

 

 

 

 

 

●県内観光消費額と延べ観光地利用者数（長野県「長野県観光地利用者統計調査報告書」参照） 

・コロナ禍の影響により、令和 2年の延べ利用者数、観光消費額ともに前年比 40％の減となった。 

・県調査の延利用者数のみ、令和 3年に 1,113千人の増（前年比 2.2％増）。 
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軽井沢及びその周辺地域を対象とする観光動向調査結果 

 

１ 調 査 名  軽井沢及びその周辺地域を対象とする観光動向調査 

２ 調査目的  年間延べ 850万人の観光客が訪れると言われる国際的な避暑地「軽井沢」 

へ来訪する観光客の意向・動向を把握することで、佐久市を含む佐久広域 

エリアへの観光客を牽引するための効果検証や、今後、観光振興策を立案 

するための基礎データを収集するため 

３ 調査対象  「軽井沢ナビ」登録会員およびサイト閲覧者 

４ 調査方法  「軽井沢ナビ」のアンケートフォームを用いたＷＥＢアンケ－ト調査 

５ 調査期間  令和４年２月１日（火）から令和４年２月２０日（日） 

６ 回 答 数  １，５７９件 

 

はじめに 

軽井沢高原の来訪者に知られていない佐久地域の観光資源と軽井沢を結び付け、周遊を促したい。周辺

の魅力的なスポットの情報発信をすることで、軽井沢への来訪者をより一層増やしたい。このテ－マは、

佐久地域が長年に亘って向き合ってきた「古くて新しい課題」でもあります。 

コロナ禍でリアルな動きが制限され、SNS の普及により情報の流通構造も大きく変化するなど、私た

ちを取り巻く環境は刻一刻と変化しています。 

このような状況下、軽井沢の来訪者の動向はどのように変化したのか。 

佐久市観光協会では、その動向を把握・分析するため、国内屈指の国際的避暑地として知られる軽井沢

高原を紹介するサイト「軽井沢ナビ」閲覧者、また「東京から 50 ㎞圏内」、20 歳以上の方へＳＮＳ広告

を配信し、ＷＥＢアンケート調査を実施しました。 

本調査では、２０１４年３月「軽井沢観光客及び軽井沢の別荘所有者」の動向を把握するために佐久広

域連合が実施した「マイニング・ザ・マイナーズ」（以下、「前回調査」という。）の調査結果と比較する

ため、前回調査の設問を一部盛り込んでいます。 
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これまでに「軽井沢旅行に訪れたことのある方」に、佐久広域エリアで体験したことのある観光スポット 

を聞いたところ、上位３スポット（すべて軽井沢エリア）で全体の４２．６％を占め、４位以下に大きく 

差をつけた。次いで、「中山道、北國街道、甲州街道」、「白樺高原リゾート」、「野辺山高原、野辺山駅」、 

「懐古園、大手門」という結果になった。 
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